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物質 一 細胞統合システム拠点(iCeMS)

iCE!MS 
KYOTO UNIVERSITY 
WPI Research Center 

iCeMS (アイセムス）は、 物質科学と細胞科学を統合した新たな学問

領域の創出を目指しています。様々な分野の研究者がお互いの強みを活

かしながら、 細胞を制御する物質を作り出し生命の謎を解き明かすこと、自

然や生命現象のメカニズムにヒントを得た新しい材料を作り出すことを目標

に研究に取り組んでいます。

2007年に文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)」に採択され創立して以来、

10年間で卓越した研究力を培い、国際化を推進してきました。2017年には、その研究水準および運

営が世界トップレベルであるとして「WPIアカデミー拠点」に認定され、社会との連携を深める取り組

みを進めています。

iCeMSの研究は、それまでの常識を一度忘れて、 新たに発想を起こすところから始まります。従来

行われてきたような、 一つの学問分野からのアプロー チでは、柔軟で斬新な発想を育むのは難しく、

新たな学問領域を生み出すためには、複数の異なる分野からの視点を掛け合わせることが必要です。

それゆえにiCeMSでは、生物学者、化学者、工学者、物理学者、数学者などが、お互いの多様なバッ

クグラウンドをもとに刺激しあってアイディアを創出し、 新たなサイエンスを生み出し続けています。

拠点長北JII 進
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■ 沿革

2007年9月

10月

2008年 1月

2010年 4月

2012年10月

2013年 1月

2017年 4月

5月

文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)」にiCeMSが採択される

京都大学にiCeMSが設置される（初代拠点長：中辻憲夫教授）

iPS細胞研究センター(CiRA) がiCeMS内に設置される（初代センター長：山中伸弥教授）

CiRAが「iPS細胞研究所」として改組され、京都大学に設置される（初代所長：山中伸弥教授）

山中伸弥教授がノーベル生理学・医学賞を受賞

北川進教授が新拠点長に就任

京都大学高等研究院の研究拠点として参画

文部科学省「WPIアカデミー」に認定される icems.kyoto-u.ac.jp/ja/ 鷺
艮
ふ「回

https://www.icems.kyoto-u.ac.jp/ja/




研究拠点
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ヒト生物学高等研究拠点(ASHBi)

ASHBi (アシュビィ）は、 多分野（生命・数理・人文科学） を融合し

た学際的方法論を用いて、 ヒトに付与された特性の獲得機構とその破綻に

よる病態発症の原理を解明し、 それら知見を総合することで、「ヒトの成り

立ち」を明らかにする先進的ヒト生物学を確立します。

2018年に文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム (WPI)」に採択された

新たな研究拠点として、 高等研究院内に設置されました。 オープンで柔軟性に富む国際

的研究環境を整備し、iCeMS と共に世界をリードする国際研究拠点を構築していきます。

■拠点の特徴
拠点長斎藤通紀

．

 

•生物学と数理科学の融合（多種間多階層ゲノム情報解析）、 及び生物学と人文社会科学の融合（生命倫理•哲学）

•世界最先端の研究開発コアの設置：単一細胞ゲノム情報解析コア (SignAC) 、 霊長類ゲノム工学開発コア (PRiME) 、

霊長類表現型解析施設 (NPAF)

•世界的ネットワークの構築：海外Plの重点的支援と欧州分子生物学研究所 (EMBL) 、ケンブリッジ大学、

カロリンスカ研究所等との連携

•京都大学医学部附属病院との緊密な連携

•若手Plの育成と研究支援、 京都大学次世代研究者育成事業との連携

■ 沿革

2018年 10月 文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム (WPI)」にASHBiが採択される

京都大学高等研究院にASHBiが設置される

ASHBi滋賀医科大学サテライトが設置される

ASHBiキックオフシンポジウムを開催2019年 3月

ashbi.kyoto-u.ac.jp/ja/ 誓

https://ashbi.kyoto-u.ac.jp/ja/
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